
健康寿命延伸産業創出推進事業
平成30年度予算額6.0億円（7.1億円）

商務・サービスグループ ヘルスケア産業課
03-3501-1790
(ビンテージ・ソサエティラボについては以下)
商務・サービスグループ サービス政策課
03-3580-3922

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

国 民間企業等

委託

事業イメージ

医療・介護関係機関及び
民間企業の連携

①健康無関心層に対して健康への
気づきを与え、健診受診等の行動
変容を促すサービス 等
②高齢者・要支援者・軽度認知障
害者らが継続的に社会参画できる
環境整備（「仕事付き高齢者向け
住宅）（仮称）の社会実装）等
③高齢者が自発的に参加・継続で
きる効果的なフレイル予防プログラム
を提供するサービス 等

④地域包括ケアシステムと連携した
介護予防を提供するサービス 等

⑤地域包括ケアシステムと連携し、
高齢者本人が望む終末期の生活を
サポートするサービス 等

５分野の具体例公的保険外のサービスを組み込んだモデル構築支援

公的保険外サービスを組込みつつ予防から医療・介護、維持まで切れ目無く
提供する体制を整備するためのモデル事業をPDCAサイクルを回しながら支援
STEP 1

STEP 2

地域におけるヘルスケアビジネス創出のプラットフォームである「地
域版ヘルスケア産業協議会」の機能強化、活用。医療・介護
関係機関及び民間企業が連携し、保険外のサービスを組み込
んだモデル事業を２年間付き添いながら支援。
高齢化社会を産業面から支える先進事例として、他地域への展
開及び制度等の課題を抽出。

事業目的・概要
 健康寿命を延伸し、高齢となっても自分らしく生ききることの出来る「生涯現役
社会」の実現を目指します。

 政府方針として、日本再興戦略に、新たな「健康寿命延伸産業」の創出・育
成が明記されており、これらを通じ、国民の健康増進、あるべき医療費・介護
費の実現を目指すことが重要です。

 このため、本事業では①ヘルスケア産業における事業基盤整備を進めるととも
に（委託事業）、②具体的なヘルスケアサービスの創出を支援（補助事
業）します。

 ①事業基盤整備においては、健康経営の促進等を通じ、これらのビジネスの
持続的な成長を促すとともに、健康寿命延伸に対する個人・保険者・企業等
の意識・動機付けを高める社会基盤の構築を図ります。

 ②ヘルスケアサービス創出に向けては、医療・介護関係機関と民間企業の連
携のもとでサービスを組み込んだモデルの構築を支援します。具体的には、例え
ば右図の５分野におけるサービスモデルの構築を想定しています。

 また、これらのサービスの創出拠点となる地域版協議会等（自治体、民間事
業者、医療・介護関係機関等で構成）のコーディネート機能強化、他地域へ
の展開の推進、制度的課題の洗い出しも行います。

成果目標
 平成26年度から平成31年度までの6年間の事業であり、最終的には平成

32年に健康寿命延伸産業の市場規模10兆円を目指します。

補助

民間企業
等

補助（2/3・1/2）

更に、これらのビジネスが持続的に成長する基盤を構築すべく以下の取組を実施。
・健康経営に取り組んでいる企業等の顕彰や、健康経営実践に向けたノウハウの
提供 等
・ビジネスコンテスト等を通じた優良事例の顕彰 等
・人生１００年時代における生涯現役社会の実現に向けて、産業界や教育・研
究機関、地方自治体等の多様なステークホルダーを巻き込みながら、社会変革
を促す製品・サービス等のアイデアやシステム案を議論し、必要な行動データの収
集・分析や実証（ビンテージ・ソサエティラボの運営） 等
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⃝ 介護付有料老人ホームの入居者が、農業施設を用いた野菜の生産・販売や、施設内での洗濯等の軽作業を一
定の対価を受け取り「仕事」として行う。

⃝ 「仕事」を通じて、認知症・要介護状態を予防・進行抑制するとともに、役割を創出することで高齢者の生活を豊か
にすることを目指す。

 「仕事付き高齢者向け住宅（仮称）」のモデルの一つとして、高齢者住宅の入居者が農業・施
設内業務等の「仕事」を実施する事業を採択。

 認知症・要介護状態の予防・進行抑制等の効果測定を行うとともに、今後の普及促進に係る課
題等の整理を行った上で、ビジネスモデル構築を目指す。

健康寿命延伸産業創出推進事業【事業例】

【事業名】仕事でイキイキ高齢者健康寿命延伸事業（神奈川県藤沢市）
【実施団体】社会福祉法人伸こう福祉会
【参加・協力団体】東レ建設(株)、イオンリテール(株)、他

※モデル事業のイメージ図（出典：UR日の里ファーム）
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